
●近畿自動車道紀勢線の２０２５年大阪･関西万博までの完成 
   に向けた整備推進 

  ○ 紀伊半島地域の豊富な自然や歴史・文化などの地域資源を生かした地方創生を図るために！ 

  ○ 南海トラフ巨大地震を見据え、迅速な復旧復興を支援し国土強靱化を図るために！ 

  ○ ２０２５年大阪・関西万博の効果を最大限に発揮するために！ 

  ○ 新型コロナウイルス感染症からの地域経済の早期回復を図るとともに、大都市部への一極集中リスクを軽減し、新次元の分散型の国土を創出するために！ 

地方創生、国土強靱化などに資する紀伊半島アンカールートの整備推進 ３県共通資料 

近 畿 自 動 車 道 紀 勢 線 の 整 備 推 進 

国道１６８号五條新宮道路及び国道１６９号の整備推進 

京 奈 和 自 動 車 道 の 整 備 推 進 
 ●大和御所道路の整備推進 

 ・橿原北ＩＣ～橿原高田ＩＣの用地･工事推進 
 ・大和高田バイパスへの早期連結 

 ●大和北道路の整備推進 

 ・（仮称）奈良ＩＣ～郡山下ツ道ＪＣＴの用地・工事推進 
 ・（仮称）奈良北ＩＣ～（仮称）奈良ＩＣの事業推進 

紀 伊 半 島 ア ン カ ー ル ー ト  

 ・熊野尾鷲道路（Ⅱ期）の早期完成 

 ・すさみ串本道路、串本太地道路、新宮道路、新宮紀宝道路、 

  紀宝熊野道路及び熊野道路の事業推進 

 ・有田～南紀田辺間及び勢和多気～紀勢大内山間の４車線化 

  の全区間事業化及び早期完成 

紀伊半島一周 

高速道路の早期実現！ 

近畿自動車道紀勢線 
全線事業中！ 

     供 用 済 

     事 業 中 

・用地・工事推進 
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H29.3全線供用 

岩出根来IC 

H29.8 
供用 

H27年 
供用 

H24年 
供用 

紀北西道路 

  事業中  
・事業推進 

・用地・工事推進 
・大和高田バイパスへの

早期連結 ●国道１６８号 五條新宮道路 
 ・十津川道路（Ⅱ期）（直轄）の事業推進 
 ・長殿道路（直轄）、風屋川津・宇宮原工区（直轄）の用地・ 
   工事推進 
 ・新天辻工区（補助） 、阪本工区（補助）、相賀高田工区 
   （補助）、相須工区（補助）の整備に必要な予算確保 

●国道１６９号 
 ・伯母峯峠道路（直轄）の用地・工事推進 
 ・奥瀞道路（Ⅲ期）（直轄）の工事推進 
 ・線形不良等課題箇所（下北山村前鬼～音枝）の早期解消 

事業化要望箇所 

事業中 （緑：国事業 青：県事業） 

供用済 （緑：国事業 青：県事業） 

現   道 



国体会場（ソフトボール） 

 ・R3(2021)年度運用開始、2020年代半ばには年間20回の打上げ 

  を目指す 

京奈和自動車道の順次開通による効果 近畿自動車道紀勢線の開通効果を生かした取組 

■和歌山県（高野町） 京奈和自動車道 

●関西国際空港とのアクセス向上により外国人観光客が増加 

高野山 檀上伽藍 

さらに、外国人宿泊客のうち 
H30年は欧米豪から 
約8万人（85％）が訪問 
 

H24.4開通 
高野口 
～紀北かつらぎ 

H27.9開通 
紀の川 
 ～岩出根来 

H29.3開通 
岩出根来 
 ～和歌山JCT 
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 紀伊半島アンカールートの整備効果 （地域の取組がより効果を発現するためにも早期整備が必要！） ３県共通資料 

●和歌山の北部で企業立地が進展 

(スペースワン株式会社提供） 

●日本初！ 民間ロケット発射場 

※和歌山県内の京奈和 
   自動車道沿線市町村 
     における立地件数 
     （県と進出協定を 
       締結した企業等） 

順次開通に伴い 
約160件の新規進出 

8.4 

H26.3開通 
紀北かつらぎ 
  ～紀の川 

■和歌山県 京奈和自動車道 

■三重県（御浜町） 近畿自動車道紀勢線 

●地域の魅力を発信する新たな観光拠点が完成！ 

観光のＶ字回復に向けた誘客取組が着実に進捗中 

七里御浜ツーリストインフォメーション 
センター（R2.6オープン） 

国内外からの旅行者 
受入態勢が充実！ 

外国人対応観光案内所 
多言語表示、トイレ整備等 

・道の駅「パーク七里御浜」 
 に併設 
・地域ポイントカードシステム 
 Kiicard（多言語アプリ・地図 
 連携対応）の導入 
・田辺市熊野ツーリズムビュー 
 ローと連携 

近畿自動車道紀勢線

京奈和自動車道

国道１６８号
国道１６９号

国道 
168号 

国道 
169号 

五條新宮道路 

2025年 
大阪･関西万博会場 

令和３(2021) 年  
三重とこわか国体・ 
三重とこわか大会開催 

国体会場（尾鷲市） 

国体会場（熊野市） 

民間ロケット発射場（建設中） 

 ・経済波及効果は10年間で670億円 

京奈和自動車道 ■奈良県 京奈和自動車道 
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大和・御所道路 

部分開通 
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初開通以来 
毎年20件以上を維持 

●奈良県内の企業立地が進展 

出典：工場立地動向調査 
    （経済産業省） 
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■奈良県（上北山村） 

国道１６９号の開通により期待される効果 

国道169号  

■奈良県（下北山村） 国道169号  

ヒルクライム大台ケ原 

伯母峯峠道路や奥瀞道路（Ⅲ期）等の整備により更なる利用者の増加を期待 

国道１６８号五條新宮道路の順次開通による効果 

 下北山スポーツ公園「きなりの郷」 
人工芝のサッカー専用グラウンド 

(平成26年1月完成) 
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H31         紀勢線全線事業化 
H27     奥瀞道路Ⅱ期が開通 
H25～26 紀勢線（紀勢大内山～熊野大泊）が開通 

●道の駅十津川郷の利用者が増加 

■奈良県（十津川村） 国道168号 五條新宮道路  

道の駅十津川郷 
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サッカー合宿参加人数 

439 435 383 

284 

紀伊半島 
大水害 

十津川道路 
部分開通 

本宮道路 
開通 

879 

654 

225 

677 

約5.0倍 

道の駅十津川郷の入込客数 

●多様なスポーツ施設の整備を行い、サッカー大会や合宿などでの利用
が増加 

約1.2倍 

ヒルクライム大台ヶ原競技者数 

●地域の魅力を活かした取組により、イベント参加者が増加 
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■三重県（尾鷲市） 近畿自動車道紀勢線 
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H26.3 紀勢自動車道全線開通 
H25.9 熊野尾鷲道路開通 

H26.3 紀勢自動車道全線開通 

スポーツ交流宿泊者数 

空き家バンク成約件数（累計） 

約2.5倍 

■三重県（熊野市） 近畿自動車道紀勢線 

●２地域居住による豊かな暮らしが実現！ 

●国体を契機にスポーツ交流を一層拡大！ 

スポーツ交流人口の拡大を通じ、地域の活力回復へ 

高速道路が「三重で始めるニューライフ」を支援 

都会での 
暮らし 

田舎での 
暮らし 

高速道路 

を利用 

野球・ソフトボール拠点 
としてキャンプ・合宿を誘致 

名古屋から 

２．５時間！ 
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 高速道路の整備が民間投資を誘引し、新たな観光資源を創出 

■和歌山県 近畿自動車道紀勢線  

 京奈和自動車道が沿線の地域経済の起爆剤に 

 ・スペースワン社が串本町内にロケット発射場｢スペースポート 

  紀伊｣を建設中 

 ■三重県（紀宝町） 近畿自動車道紀勢線 

●「遊びに行くなら野外」で最高の自然体験を 

高速道路により「ここでしかできない体験」が身近に 

年間１万3千人が来訪する「飛雪の滝 
キャンプ場」（H30.4リニューアル） 

・平成23年紀伊半島大水害の 
 被災から復興オープンした 
 キャンプ場が人気 
・「新しい生活様式」により 
 自然を満喫できる屋外体験 
 を活かした誘客取組を推進 

「テントサウナ®」＋「滝」 
を体験できるのは 

日本でこのキャンプ場だけ！ 

大自然の中 
外気浴 

滝壺が 
水風呂 

テントでサウナ 

「テントサウナ®の聖地」と 
 ＴＶ番組で話題に 


